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   Ｇ０６Ｆ   3/01    ３１０Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　
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   Ｇ０６Ｆ   3/048   ６５６Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月18日(2013.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ装置において、
　前記ディスプレイ装置の外部に位置した客体のモーションを認識するモーション認識部
と、
　前記客体のモーションが認識されると、前記客体のモーション速度またはモーション距
離に応じて多様に決定される変更単位量だけ、前記客体のモーションに対応する動作を行
なう制御部と
　を含み、
　前記制御部は、
　前記モーション認識部で予め設定された第３モーションが認識されると、モーション認
識モードを終了させるディスプレイ装置。
【請求項２】
　放送チャネルを選局するチューナ部と、
　前記チューナ部で選局された放送チャネルを通じて受信される放送信号を処理する信号
処理部と、
　前記信号処理部で処理された放送データを出力する出力部と
　を更に含み、
　放送チャネル変更を指示する第１モーションが認識されると、前記制御部は前記第１モ
ーションのモーション速度またはモーション距離に応じて多様に決定される変更単位量だ
け、前記第１モーションのモーション方向に前記放送チャネルを変更して選局するように
、前記チューナ部を制御することを特徴とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
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【請求項３】
　前記制御部は、
　前記モーション速度または前記モーション距離が予め設定された閾値以上である場合、
第１変更単位量で前記放送チャネルを変更し、前記閾値未満である場合、前記第１変更単
位量より小さい第２変更単位量で前記放送チャネルを変更することを特徴とする請求項２
に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記変更単位量を前記モーション速度または前記モーション距離に比例して漸進的にま
たは段階的に増大するように調整することを特徴とする請求項２に記載のディスプレイ装
置。
【請求項５】
　複数のページを含むコンテンツを表示する出力部を更に含み、
　前記制御部は、
　ページ切替を指示する第２モーションが認識されると、前記第２モーションのモーショ
ン速度またはモーション距離に比例して多様に決定される変更単位量だけ、前記第２モー
ションのモーション方向へページを切り替えるように、前記出力部を制御することを特徴
とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記モーション速度または前記モーション距離が閾値以上である場合、第１変更単位量
で前記コンテンツページを切り替え、前記モーション速度または前記モーション距離が前
記閾値未満である場合、前記第１変更単位量より小さい第２変更単位量で前記コンテンツ
ページを切り替えることを特徴とする請求項５に記載のディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記変更単位量を前記モーション速度または前記モーション距離に比例して漸進的にま
たは段階的に増大するように調整することを特徴とする請求項５に記載のディスプレイ装
置。
【請求項８】
　ディスプレイ装置のモーション制御方法において、
　前記ディスプレイ装置の外部に位置した客体のモーションを認識するステップと、
　前記客体のモーション速度またはモーション距離に応じて変更単位量を決定するステッ
プと、
　前記客体のモーションに対応する動作を前記変更単位量だけ行なう実行ステップと
　予め設定された第３モーションが認識されると、モーション認識モードを終了させるス
テップと
　を含むモーション制御方法。
【請求項９】
　放送チャネルを選局して放送データを出力するステップを更に含み、
　前記実行ステップは、
　前記認識されたモーションが放送チャネル変更を指示するための第１モーションである
場合、前記第１モーションのモーション速度またはモーション距離の大きさに応じて多様
に決定される変更単位量だけ、前記第１モーションのモーション方向に前記放送チャネル
を変更して選局することを特徴とする請求項８に記載のモーション制御方法。
【請求項１０】
　前記実行ステップは、
　前記モーション速度または前記モーション距離が閾値以上である場合、第１変更単位量
で前記放送チャネルを変更し、前記モーション速度または前記モーション距離が前記閾値
未満である場合、前記第１変更単位量より小さい第２変更単位量で前記放送チャネルを変
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更することを特徴とする請求項９に記載のモーション制御方法。
【請求項１１】
　前記変更単位量を決定するステップは、
　前記変更単位量を前記モーション速度または前記モーション距離に比例して漸進的にま
たは段階的に増大するように調整することを特徴とする請求項９に記載のモーション制御
方法。
【請求項１２】
　複数のページを含むコンテンツを表示するステップを更に含み、
　前記実行ステップは、
　前記認識されたモーションがページ切替を指示する第２モーションである場合、前記第
２モーションのモーション速度またはモーション距離に比例して調整された変更単位量だ
け、前記第２モーションのモーション方向へページを切り替えることを特徴とする請求項
８に記載のモーション制御方法。
【請求項１３】
　前記実行ステップは、
　前記モーション速度または前記モーション距離が閾値以上である場合、第１変更単位量
で前記ページを切り替え、前記モーション速度または前記モーション距離が前記閾値未満
である場合、前記第１変更単位量より小さい第２変更単位量で前記ページを切り替えるこ
とを特徴とする請求項１２に記載のモーション制御方法。
【請求項１４】
　前記変更単位量を決定するステップは、
　前記変更単位量を前記モーション速度または前記モーション距離に比例して漸進的にま
たは段階的に増大するように調整することを特徴とする請求項１２に記載のモーション制
御方法。
【請求項１５】
　前記第３モーションは、前記モーション認識モードを終了させるモーションであること
を特徴とする請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１６】
　前記第３モーションは、前記モーション認識モードを終了させるモーションであること
を特徴とする請求項８に記載のモーション制御方法。
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